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第 1章 調査の契機と経過

1.調 査 の 契 機

岡山県営山陽新 |lr街 地開発事業による,住宅団地の造成]1事 が,岡 |[1県 赤磐郡山陽鳳」
・で行な

'3ォ

じ́

ている。 当l也 は,山陽田]‐ の和田,岩 lll,河本, 下 ||∫,熊崎,鴨前の 6部落にまたがる丘陵地であ・

る。東西約900ηし,南北約1200π ,造成 lll耐tは 100ヘ クタールにおよぶ。

当地は,目指定史跡両宮山古墳群の後背地にあたり,東高月遺跡群として,弥生時代の共落址お
‐

.よ び古墳の所在が湖:日 されていた。しかし,埋蔵文化財の分布調査が十分でなく,造成の計 lllli段階

では,僅か数か所の道跡 しか確認されていなかった。土地.買収後精密な分布調査の結果,弥生時代:

を中心とする集落遺跡等 7か所, 占墳は8支群65基が発見された。

これら発見された埋蔵文化財の取扱いについて,県土本部および県教育委員会を中心とする関係:

機関協議の結果,熊崎古墳群のように,造成地外に除外 したり,団地内自然公陳|に 取り入れて,現 `

状保存に努tVpた 。 しかし,住宅団地i生成上,技術的に保存の困難な遺跡については,発掘調査によ

る記録保存を行なうこととした。

発掘調査は,原 I‖ として集落遺跡を岡山り:t教■:委
ri会文化胡lが ,il「ザ[等墳墓選跡を,岡山県あ委:

託を受けて,山 陽町教育委員会が担当することとなったら

山陽 lllJ・ 教育委il会 では調査予定の古墳が30基 を越え,調査期間が長期にわたるため,数次に
'卜

け

て契約をすることとした。

ここに概報として報告する用木 謹l・ 墳群の調査は,昭和44年 ll月 1日 か ら1昭 和45年 11月 30日 までに

行なった,ダ」1次および第 2次契約の調査結果である。調査古墳は,用 木古墳群16基の うち,12基
である。

2.調 査 の 経 過

住宅団地造成予定地内の古墳発掘調査を担ソ1す ることとな った山陽田]・ では,町教委,町文化財保

1盤委員会を中心に,関係機関代表をもって,調査委員会を組織 して,調査を推進す ることとした。
i

直接発掘調査を担当する調査団は,専従調査riを 中心に町内在住者で構成 した。

発掘調査は, 用木古墳群から肴手することとなり, 下記のように2回 に分けて契約 してイiな っ

た。                             _

①第 1次契約

・調査期間 昭和44年 11月 1日 ～昭和45年 7月 31日

・調査古墳 用木古墳群 第 1号墳～第ヽ号墳の 5基

②第 2次契約

・調査期‖1 昭和45年 5月 1日
～

昭和45年11月 30日         l           l
・調査古墳 用木古墳群 第 8号墳～第14号墳め 7基

― - 1



調査は,ブこ際の発掘にきき立ち,昭耐144年 lltt σ)1か月は,団地予定地内の埋蔵文化財の分布 1用

イ1と ,調 lri:″ 11「 1備 に費や した。その結果,デ 1該地の文化財は,は じめの予想をはるかに上まわる,

弓な:li時 代集落:童 跡・菓 1.出 7か所,古墳60'1:が確認され,弥 4L・ 古墳 i寺 代を中心とする集落 。墓 i也遺

勧1群であることが |り lら かにな。った。

発掘言明71は ,昭和44イ 1112月 1日 ,第 3号墳から着手した,第 4号ザl,第 1号墳,第 2号 1賞 ,第 5

号墳の1嘔 |卜で発掘は,生 め られた。 またこれ らの発掘調査と併行 して, 丘陵尾根稜線に総延長約400

ηlに ゎたって トレンチ作業を行ない,11・ 」1が流失 して,外観では知ることのできなかった,数業の

il「 崚を発見した。すなわち第 9号墳・第10号墳 。,J13号 墳等がそれであるぅ .

そあため,耳Jl次契約と併行して,昭刑145115月 1「|,第 2次契約を組iび ,こ れらトレンチ調査

によって発見した古境を合めて,釘J8号壇から第14号墳までの,計 7'1:の 調査をイ1な い,昭和45イ 11

10月 10『1-応の掘t,_Lげ を終えた。

11木古墳群の発掘期間中に緊急調査 としてヤケ池遺動1の 予備調査に出 |「]い たり,ま た造成工事の

パニスに追われ,用木古ザ1群のlllllり あげを待ち構え_る ように,第 3次契約により,便木山第10号墳

ti〕 ri掘 に取 りかかる現状であるρ したがって,出上:を 物の整理,実汎11叉 |の 検言J・ 等の諸作業は進んで

いない。

用木古墳群発掘調査の報告は,上記理由により,掘 りあげ完了1キ点での調査概報として記述せざ

るを子llな か った。いずれ,稿 を改めて本報告す ることを約 して,そ の責としたい。

第 2章 予定地内の考古学的環境

1。 周辺の考吉学的環境

住宅団地造成予定地の位置:す る東高月丘陵周辺地1或 は,岡山県でも有数の遺跡密集地 として知1ら

れている。 El陵 の llli方 に隣接する水田中には,国指定史跡である, 両宮山古墳 (192m.)を はじy)

とす る大型古∵[群が立地する。またそのす ぐ西に接しては,備前国分寺,国分尼寺跡が立地 してい

る。

単1該丘陵の東を南流す る砂川 と呼ばれる小川の周辺部では遠賀川式上器を伴出する弥Jitt期 の遺

跡,そ の11J方約 1たルの山麓には細文晩期の食物貯蔵穴をイ「し,県史跡に指定されている南方前池遺

跡が存在する。

更に当該丘陵か ら北東西山, 鳥 l又上に連 らなる丘陵には, 約100基 におよぶ群集墳の存在が知 ら

れ, 特 に前方後円墳で |=大 な横穴式石室を有する鳥lk上高塚も, 直線距離にして約3.5たれの地点で

あ る。

今回の住宅団地造成予定地は,ま さにこうした考古学的遺跡の後背地としての丘陵であり,後述

の」1該 j・血内発見の遺跡と合せて,考古学上重要な意義を持つ地域 と考えられる。

…… 2 -一



2.造 成予定地内の埋蔵文化財

当該地における埋1'文化‖4・ の所在については,かなりの数の遺跡の分布は,以 11か ら予想はさオ}

ていた。しかし全山立本が繁り,精密なクト布調査が困難なこと1)あ って,十分なF斉査が行なわれて

いない地域でもあった。造成のための上地買収が行なわれ,立木が切り開かれた時点における,踏

査によつて当初の1'想 を1ま るかに上まわる数の〕世跡が発見確認された。

すでに遺跡として「11地計画を変 F7J_iし て 予定 l血 から除外 された進跡については制愛 して,1)ユ ;在 fll宅

日1地造成予定地内の遺跡について略記する.

住宅団地造成 予定 1也 内のi童跡は,分布図 (Ⅸ11)及び遺跡一覧表 (表 1)

文化時代の遺跡 7か所,古墳 7支群計60#:が確認されている。

弥Ji式時代の遺跡は,集落道Lと してかなりの広がりを有するものが,岩 田池,IIJ it池 周辺 のfi状

台地が谷水田と1妾 する,な だ らかな台状部及び谷頭に立地 している。またY7遺跡のように,海抜

60～90π ,沖 積 j山 水 IJと の比高約60π の
「

l陵 尾根部のII地 に立地するものもある.ま たF7,G10

の如 くJ■ 城を中心とした墓地遺Eniの 存在 も

'HIら

れている。

古墳は,宮 ||1古 墳群 4基 ,愛宕山古墳群 3基 ,用木古墳群16基 ,野山古墳群12基 ,四辻 11「 墳 |1羊 Q

書1,便木山古墳群 11り It,岩 田古墳群 5基の計60基が確認されている。これらの古墳は,分布 図を見

ても明 らかな如 く111前 池 。中池を含む谷水|||を 取り「‖む丘陵の11二根稜11:上 に・,そ の殆んどが立地 し

ている。

このように発 )出 された遺跡のうち,発排1に よって記録保存のilI命 をたどるものは,弥 Jl式時代:童

跡 6か所,古墳33,よ におよぶ。

3.古 墳群の特徴

住宅口1地予定地内における埋蔵文化員オ・のうち,当 山陽‖Iが調査を担当する古墳について下記のよ

うな特徴点があげられる。

(1)発 見された60九Lの うち,すでに盗掘等によつて,り ]ら かに破壊さイ1′ ている古崚は 9 1lt,他 の51

基は未掘墳と推定され,保存状況は良好である。

(2)60基 のうち57基までが,丘陵尾根稜線上に立地している。

(3)τ l恵器を伴なうとか,り1ら かに横穴式古ザ[と 言い切れる古墳は 2～ 3の 夕1外 をぃいて確認され

ないc前期]的様相を示すものが圧倒的に多数を占めている。

(4)弥 Jl式時代墳墓及び特列t器台をもつ地域である。

第 3章 用木古墳群の素描

川]木 古墳群は,日1地造成予定地のほぼ中央‖
`,中

池の南から,門 前池に |「」かって,北東 に
~ド

降 じ

なが らのびる,標高92れ か ら50れ の高 さの丘陵稜線」二|「 立地す る。 1号墳が最高位92ηとに 1ゞた地 し,
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足根稜線上に直/yll状 に2号ザ〔, 3号墳, 4号ザ1,12号墳,13号墳, 5号墳, 6号ザ:,15号墳,16号
墳と連なる。.更 にこの尾根から東に分れて下降する3支脈の尾根が走るが, 3号墳南から分岐する
昆攣に10号墳, 9号壇,14号墳, 8号墳の4基,4号墳から分岐するり已根に11号墳, 6号墳から分
I岐する尾根に 7号理モが所在する (図 2)。 これら16基 のうち6号墳を除 く,15基が「記録保存」の

う1=命 にある。

発見された 用木古ザ[群 16ノ占は, ぃずれも未掘墳であり, 中でも, 1号墳 (32π), 2号墳 (22
π), 3号 IA‐ (43れ 。前方後方墳), 4号墳 (25π ), 6号墳 (・37π 前方後円墳)の 5基は,いず

れ も20～ 40π 級の規模を有 し,N(該地域内発Jlの 7支群中で,主1墳 を示す系列である。

第 4章 調 査 結 果

1.第 1号 墳

(立 地 )

造成予定丘陵最高部 (9277t)の 山頂部に第 2号墳と隣1安 して立地する。砂川流域の沖積平地を眼
下に見わたせ,眺望は極めて広い。

(調査時の状態 )

墳頂部に北東から墳中止、部に向けて溝状の 古い盗掘痕が見受けられた他, 墳形はほぼ 原況を残
し,保存状態は良好である。

(外 形)

いわゆる載頭円錐形円墳である (IX1 3)。 径約31π ,高さ約4.5れ ,墳頂平坦部径約 9π である。
墳端部に山石による鉢巻状の茸石を有する。部分的には,地山岩盤をそのまま利用 している所 も

あり,ま たその茸 き方及び高位も,立地する丘陵地形に作用されてか一定ではない。特に, 2号墳
墳端と切り合いとなぅ部分における葺石は,大 きな角礫を石,1状 に整然と〃iみ あげて構築されてぃ
た。

(埋 葬施設 )

本古墳の埋葬施設は,墳頂中央部の第1主体の他,計 6主体が発見された。しかし,第 1主体の
他はすべて,墳丘直下地山層に掘り込まれたり,'墳外丘墜荼1面 に構築されてし`る:更に,同地が弥
Ji式上器・石器を伴出するため,そ のすべてが本古墳と直接関連を有するも6/Dで あるかどうか,現
段階で知ることができない。

第 1主 体                。

墳頂中央部, 現地表下約90cπ に掘 り方上層をもちて発見された。 長さ4.7れ , 平均巾0.8π の割
り竹形木棺で,長さ6,6π , 中2.6π , 深さ0.6れ の上壊内におかれていた。 主imは尾根稜線に直交
し,ほ ぼ東西を長軸とする。主体底面及び内法∵百iに赤色顔料が見出され,木棺のまわりは,精 itt

された地山マサ上でもって埋納 していた (第 5図 )。
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I11葬謂1は ,柳葉形銅鏃37,直刀 1,短冊形鉄斧を含む鉄斧 2,施 1,槍先 3,矢筒 (痕跡),そ

れ に「 尚方作党真人巧,上 1角
・
411人 不知老,渇飲玉泉飢喰棗」銘の獣イll鏡 (径 16.5cπ)1が 発見され

た (区1版 3)。

第 2主 体

ザ:丘 計i西 の墳端部,崩れ落ちた茸石下方に直接地山を掘 り込んで構築 した11墳基である。第 1号

:墳 の載 った足根平坦部が南面する斜面 となるその肩部に立地 している。

主体プランは不規則1で はあるが,ほ ぼ長楕円形を塁 し,長軸は尾根稜線 と平行してほぼ東西であ

.る 。 長さ220c屁 , 最大中80cπ , 地山掘 り込みの深さ20ca, 現地表より床面までの 深さ約40cれ を測

.る 。上破東端部にこぶ し人の山石 4個を用いた枕石,その周辺部に朱をまいた痕跡を認めた他は ,

.114出遺物は皆無である。

第 3主 体

第 2主体の 西方約4.5%の 墳丘外尾根肩に所在する。 立地条件は 前記第 2主体 とほぼ 同様であ

る。主体プランは隅丸の長方形を呈 し,床面にピンポン玉大の円礫を敷いていた。長軸をほぼ1liゴ L

.に おき,長 さ21.6cπ ,巾 60cπ ,地山切 り込み深 さ14.5cm,現地表からの深 さ30,8cπ を測 る。伴出遺

:物 は皆無である。

第 4主 体

本古墳の構築を調べるために,墳丘西南部を,4カ ットした際,墳端近 くの封上下 に地山を切 り込

ん で 構築された土墳を発見 した。 形状は極めて不整形で, 平面プランでほぼ 三角形を呈 している

が ,450卸 ×265cmと かなり大型の上壌である。地山である花間岩の岩盤を掘 り抜いて掘 られ,中に

.い くつかの区画が意識的に作られている。第 1号墳の封土盛り上が,切 り込まれずにその上方をお

おっていることから, この土城は明らかに第 1号墳築成に先行する。発掘による伴出遺物は,埋上

‐中に遊離して検出された弥生後期の上器片の他は認められない。

第 5主 体

墳丘東端部茸石下に第 5主体がある。地山層を切り込んで構築 した不整形な土墳で,中 に葺石が

崩れ落ちていた。 長さ340cm,巾 188cm,深 さ5。 9cmを測る。 伴出遺物は,弥生後期土器片とサヌカ

イ ト細片を若干見出したのみである。

第 6主 体

第 1号墳西南方約30π,尾根平坦部からやや くだつた南面する傾斜面から,上師器合せ口盗枯が

発見された。石室等の施設はなく,直接土中に埋納されている。

(墳丘の築成)

本古墳の築成は, 丘陵の自然地形を かなり利用している (図 4)。 丘陵頂の高まりの 中央部を

消J平盤地し,そ の削平面より下方および,それと同高の尾根部は,切 り込んで落としている。また

消J平整地面上には, それを建盤に約2.2%の 上盛りを行なっている。 中心主体である第 1主体は,

こうした築成の地程の 中で作 られている。 すなわち, 盛り上を約 3分の 2盛 った時点で, 上墳を

1掘 りおろし,割竹形木棺を安置し:ま わりを有機質を含まない地山マサ上で埋めている。そして最
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¬

後に_L方 に化粧 :Lを 約90ca盛 りあげ完成させている。

(そ の他の遣構 。遺物,

本甚f横 の発Jlllの 地程で,境
「

1盛 り上中から,多数の弥11式時代の上器片および石器が見出され,    |

弥 it式文化時代の選|み と複合するのでは?と の考えが強かった。               |    |
繊丘を 4分の 1カ ットした結果,古墳築成に先き立つ,地山削平面部に弥生H寺代遺物包合層が発    |

)と され,同時にその包合罵
~F方

に地山を掘り込んで作られ′た,竪穴住居創1,お よびその周辺部か ら    |
ケli穴疲らし171疫 跡数個を検出した。住帰|力Lは ,ち ようど墳丘下に存在 し,企面発掘はできなかった    |
ため,そのlli確 な数値|ま 力tじ 子llな いが,径約 6 ηι前後の円形のものである。出土遺物は弥生時代中    |
期末から後j91に およ撼1■ 1イ1片 , 64個 にのぼる打製石鏃, 多量のサヌカイ ト石疇, 石槍 1,石キ リ    |
2,蛤刃石斧 1,石包丁 1な どである。                              1
百鏃・石絆は特に住il力 [ノ1に集中して検出され,ち なみに床面において80cm四 方を区切って採集    |

したところ,実 に957,1:・ におよんだ。

(lL`当弥生遺構の調査|ま ,問山県文化訓1の手によって,継続調査の予定である。)                  |
(古境の時期 )

本古lrtの 築造された有1代および,各主体間の関連等については,前述もした如 く,弥生時代の遺    |
構と機合 しているため,り]確:に することはできない。51地および第 1主体の出土遺物と構造等か ら,   |
推して,第 1 lli体を中心主体とする本古墳の築成は前期前半とするのが妥当であろう。          |

2.第 2号 境

(立 地)

弟 l号墳の北に相接して立地する。14坦 に伸びてきた丘陵尾根が,傾斜面をみせて下降 しようと

する
「

I部 に築成されている。

(外 形)

径約22π の円撲と推定されるが, 墳丘盛り上は ほとんどなく, 地山を整形した ものである (図

3)。 したがって,現在の投表面iは 直接地山麟である。隣接する 1号墳の封上の遺存状況から推 し

て築成ざ1初か ら盛り■1を もたない古墳と考えられ, 原地形は, 第 1号墳より高位に立地する。葺
~/i,ハ

ニワ等の外部施設は認められず,ま た墳端を再iす る施設も定かでない。

(埋葬施設)

埋葬施設は,墳丘中に 3」i体 ,南東墳裾部に1,こ の古墳から北にのびる尾根上に上班墓 2,甕
:

柑墓 3の計 9主体が確認された。

第 1主 体

攀丘中央部に直接掘り込まれた内部主体である。長さ370cm,「い172cれ ,Jl体床面までの現存深約 '

90c2の上壌内に,11底組み合せの箱形木棺がおかれたと推定され,中 には石が意識的におかれてい
た。枢|は 上壇床面の朱の広がりおょび,結側に埋められたマサ上の疲跡から推定して,外法で,長
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き269cm,中 84cm,棺側高32cmを 測る。 また棺材側板厚は9～ 12卸 程度と推定される。長側板が長

く,小日板をその間に立てている。これ らの棺は,尾根稜線に直交 し,長軸は 1号墳のそれと同 じ

.く ,ほぼ東西に置いている。

llill葬

『
:は径9.7cmの 方格規矩鏡 l面 のみである (図版 4)。

第 2主 体

第 1主体の市西,墳余1面 にかけて,地山の岩盤を直接切 り込んで第 2主体が築成されている。
'影

_状 は不整形な土壌であるが,伴 出遺物がないため,1寺期は不り]で ある。長さ351cm,最大巾165cm,

現表土よりの深 き55cmを 測る。

第 3主 体

市東墳裾部から,第 1号墳Jし束墳裾部年かけて,長方形に地山を切り
'ム

んで築成された上壊であ

る。 1号墳の葺石がこの上壌掘 り方上方に重なって構築されていることから, 1号墳 1こ
先行す るも

,の と推定される。長さ420cm,平均巾207cm,深 さ57cmと 大型であり,中 にい くつかの FF・lじ きりらし

き痕跡 も認められ, 複数埋葬の可能性もある。「11葬品として,径5.5cmの 斜行櫛歯文帯を有す る内

:行 7F紋鏡 l面 を出上 している。

第 4主 体

古墳の北部墳裾部の,地山を切りこんだ上壊内に鶏棺を障いている。弥生後期の棺である。伴出

遺物は認められない。

第 5主 体

第 4主体と同じく,墳裾部に位『1す る隅九方形の上波である。流上が著しく床面は浅 くなってい

.る。長さ227cm,巾 123cmを 測る。耐l葬遺物として鉄器小片 1点が発見された。     ′

第 6主 体

12号墳から北にのびた尾根上に立地する土器棺である。身部は土器片を箱形に組み合せて作り,

そヽれに大形土器を半裁 して蓋とした特殊の構築である。その上器相を中心として,ク ローバ形に 3

つ の小掘りこみが相接して存在することから,或いは複数埋葬の可能性もある。

第 7主 体

∵第 6主体の,南西斜面に作られた上壊である。掘 り方プランは40cπ ×30ιπを測 り,そ の中に土器片

が存在することがら鶏棺を内部主体としていたものと推定される。

第 8主 体
・             ・

第 6主体の更に北方,かなりの距離をおいた丘陵突端部に立地する土壕である。流上が著 しく,

かろうじて床面を探知し得た程度の保存状況であるが,床面からガラス小玉1点を検出した。掘り

方 プランで1276"× 90Cれ を測る。

第 9主 体

墳丘東斜面,第 3主体の北に接する形で,築成された土壊である。形状は不整形である。現況掘

,り 方プラシで189Cm X 99cmの 規移tを もつ。
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(古議の時期,

2号繊iよ 前述 しス1カ |〈 ,年代決定の決め手となる冨1葬遣物が少ない。また中心主体と他の主体と

お鍛1地 ;こ 1́,い ても, 1号墳の」場合とlril様 り1確 にできなかった。構築に際しての地山の切り方から推

し,て , 1け捜ふ 1,ぅし行すると推定される。上器枯等が或いは, 2号 墳中心主体と併存するものとの
1∫ 続性もあ 111う ることを指摘するにとどめる。

3.第 3号 境

`立
 地,

格l号投を||1磯 1と して,ゅ るやかな下降を示しながら,北東にのびた丘陵尾根の,標高約70π の,

対1■1に 立地する.4号墳と相1妾 して築造され,第 2号墳との距離は65れ である。この地は用木古賞
詐∫の中央部を占め,眺嘗1視野も最も開けている。

(外 形)

1本 古峨は,長径42■ の前方後方墳である。後方部長26れ ,前方部長16π ,前方部前
~fli巾

8π ,後
:力
・
部講i約 移稔 (lliか ら),後方部頂と前方部頂との比高約 2π である。後方部に比較 して前方部は

れ1〈 11ぃ (図 607)。

機 l■ (就 11陵 の自然1也形を利り11し ている。尾根稜線にあたる,前方部前面および後方部墳端部は,

111演 に深〈」lFiり さげ,墳丘をより高く見せかけると同時にその幅員を拡げさせてぃる。盛り上は少
蹴〈ヵ後方書;頂 に約 1%の盛りあげがあるのみで,他はほとんど地山を削り,整形 して造 り出して
t・ るn

(外部施設)

投視1椰 |(Iぉ 1.5～ 2π 中の鉢港状の茸石を有する。 石材は付近の山塊に産する児頭大の花同岩の
メ1石である。地囃Iを掘り込んだ尾根部では,ほぼ原状を保っているが,側方部では,急斜面に臨な
ためか大き鶴Tilれ と済i朱 をみせている。また削平により地山岩盤の露頭している部分では葺石を省
略した影麟:も 見受けられる。

奪若fの他は, ハニヮの開繊等の外部施設は認められない。 内部主体土墳直上部おょび葺石の間|

に,かなりの鮭の,上側i器片が検出され,そ の中に出雲松本 1号墳出土 1同巧のつづみ型器台片が
含まオιていることが注日さオした。

(埋葬施設)            小

本古毅
撃

内自;IL体 は言+3主
竹

でぁる。 後方部墳頂中央に 1,
た。

7pF l主 体

■|

南東墳裾部に2主体が おかれてい

第 1 lL体は,大 きなlil壌中に平底の本棺をおいた,粘土椰でぁる。後方部」in頂のほ1ギ 中央1に ,‐ 費血椰|と 直交して築成されている。

現投願下約 1抗 に,削平された地山上層面があるが,主体土墳はこの拘‐山を切りこんで掘られている。 長さ570帥 ,中230m,深 さ90卸 の隅丸長方形の上壊の中央に, 長さ470卸 ,中 50c7t,高さ約

一一一
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27cmの 本格を安 riし ,側 T白 iお よび掘 り方壁山iを ドj白 色のがi上で固めている。棺底及び柾1直上部には

粘土を用いていない。オli土榔断面は三角形を上Lし , 3回 に分けて構築 したことが判り1し た (図 8)。

調査時粘上の崩れが著 しく,主体構造の検出が難か しか ったが,床 i角 iの 朱のひろがりおよび,百」

葬遺物の出土状況から主体床面は長方形の平面である。床 lfri南東部に山石による枕石 1対がおかれ,

ている。

瀞l葬品は,11体床にi北 西隅に鉄斧 3(内 1は 短 lill形 ),そ のやや中央寄 りか ら,紡製波文帯四獣

鏡 (径 15cm)1が それぞれ織布に包んだ状態でおかれている。また東南部枕
‐
F_i近 くから錐 ムが発見

された。鉄斧はいずれも柄をはずした形で埋納されたらしく重なり合って検出 したが,それぞれ

'1
途を共にするものである (図版 506)。

Fll葬 謂1で はないが,棺材 と推定される木質が動1鏡の直上及び直下に遺存 していた。 このほか算」l

主体直上およびJlllり 方上面 レベルから土師器高郊,つづみ形小器台片等が ll上 している。

第 2主 体

後方部の南東墳初1部 に,地山を削平整形 した造 り出し状のテラスがあるが,第 2[11体 はそのはぼ

中央に位置 している.1也 山を掘 り込んで作 られた上班である。長さ370cm,巾 179卸 ,深 さ99gπ で長

方形に 整然 と掘 られている。 床面はほぼ水11で lII端に各 l対 の枕准iを 検出した。枕■i‖11の距離176

cmを測 る。 このことか ら本主体は複数埋葬の可能性もある。

百」葬 II古 として。鉄斧 l,刀子 1,鉄鏃 2を含む小鉄器片が計 8点 出上 した。いずれも銹 化が著 lノ

く,床 l_lliお よび上壇川!上中よりの発見である。

なお本主体の位Fiす る造 り出し状部は, り↓墳頂との比高 5。 7π , 葺石末端よりもかな り低 く,い

わゆる墳外 とみなされるところに所在 し,あ るいは 3号墳 とは切 り離れた,別 111の 独立墳の可能性

をもっている。 しかし,見た日では明 らかに 3号墳の一部 としての形状をもち,同時性を示 してい

るので,こ こではllil一 墳ヽ としてとりあつか った。

第 3主 体

第 211体の南 llLi約 10れ ,前方部との くびれ部付近の墳柳|に 位置 している。葺石下端に地山を掘 り

'△

んだ上壊である。掘 り方プランは不整形ではあるが長楕円形,床 iniも 前 211体 のような1li漁iで は

ない。枕【iは 1対おかれていたが, 副葬遺 4吻 は認められない。 主体の大きさは,長 さ194cπ ,中 73

cm,深 さ49cmで ある。

(時  期)

伴出した上師器片の検 i河
・が不十分で,本古墳の年代をllll確 には規定できないが,立地,外 j影,主

体構造,菖 1葬遺物等,特に第 ll主体直上の上器群か ら,前期前半 (「 日本の考古学」時代区分によ

る)の古墳 としての特徴を示している。

4.第 4号 墳    ‐

(立 地 )

第 3号墳 と相lだ してその北東に立地する。第 3号墳と接する部分においては,墳端をり」りあって

-9-



T

もヽ るぅ

(外 形)

第 4号墳の外形は, 1辺約25c■ の 方形を呈するが, 第 2号墳 と同じくザ(離 盛 り上をもたず,」I

石,ハ‐ワt夕 の墳域を脚iす る施設 もないため判然としない。

噴丘の集成は, 自然地形をそのまま利用 し,1書 形 しただけのもので,りl表土用はすべて直1妾地山

である。

(埋葬施設 )

木メf墳
`卜

埋葬施設は,上壌14,甕棺 ]の 計15主 体がつ くられているぅすなわち墳頂部に 3主体 ,

北側墳端か ら東にかけて,鉢巻状に直夕1に逆 らなる 5」1体.北側墳外の尾根上にIL壊 6主体,合 口

斃棺 1■1体の遺構がそれである.

第 1主 体

墳頂中央部に第 2主体 と東西に平行に並んでつ くられた土壊で,墳丘長軸と11交する。   
′

身1り 方プランは隅丸長方形を示し, 長さ363cm,中 157cm,深 さ108cmを 測る。 床面はほぼ水平に

Ijlllら 11.,.枕て,2対が検出された。副葬謂Iは ,1に壌理土中より数片の遊離したILlli片 の他はなにも認

められなかった。

第 2主 体

第 l ill体 の東につ くられた同巧の土壌である。床面に枕石 1対の他鉄器片 1を耐1葬 していた。長

さ306c屁 ,IIJl18cm,深 さ75cmを 測る.

第 3主 体

擁丘北部の墳端にあたる地点につ くられた,長 さ565c“ ,中 85こm,深 さ約15cmの 溝状遺構である。

東端部には約120cmの 長さに列石がみられ, lriはザi頂 に向けて揃えられている。 7持状遺構の掘り方

向には,丹塗り上器片及びつづみ型器台片を含む10数片の土器が見出された。現段階では, 4号墳
の墳域を1liす るためにめぐらせた溝か,あ るいは内部主体かは不llJlで あるが,こ れと並ぶJl壊 との

関理において,一応内部主体として扱かった。

第 .4主 体

第 3主体 として 扱かった溝状遺構の 北側墳外の丘陵尾根が, 削平されてテラス状を里 している

が, ここに第 4主体～第 7主体の上墳 と甕棺 1が位置:す る。第 4主体は,第 3主体に最 も近 くにつ

くられている (図版 2)。

掘りIな プランは長方形で長さ326cm,巾 167cm,深 さ103cη を測る。長llillは ,立地する支泳尾根と

直交し,はぽ東西である。上壌壁面及び床共に整然と掘られ,床面両小田部に人々2対計 4対の枕
石があり, 風化が著しいが, 頭骸 4個体が夫々の枕

~riに
載っていた。枕4i間の距離は 165c71で あ

る。埋葬時丼はllll確 ではないが,感 じとして,同時埋葬の「」能性が強い。

肩1才F網Iは,鉄製槍先1,刀子 1,自 色管玉 1の 3点が発」lさ れた。

第 5主 体

第411111の 北側に` F●に,相接して位置する。長方J形 を呈し,長さ289c爾 :111141m‐,深さ27c屁 を
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測る.床 lrli東小田部に枕riが 2対,西小 LI・ 期
`に

1対 の 3糸H.を おき,そ れぞれの枕石上に頭骸 `|十 が遺

存 している。 枕 Fil間 の距灘1は 170cmを 測る. そのうちの 1体は肩・腕・ lllll湘 うの遺骨 もかな リリ!瞭 に

検 出することができたぅ

冨」葬辞lは 槍先 2,刀子 1,ガ ラス玉 2が発見された4                  :

第 6主 体

第 3主‖1の 西に1:1列 状に並んで位置する。 楕円形のプランをもち, 長さ140c凛 ,I1179cm,深
'さ 20

G屁 の小型な上壊である。枕石 l対を検出 した他は高1葬遺物は認められない。      |  
´

第 7主 体

第 4主体の東に接 して位置する。 隅丸長方 Jじ のプランをもち, 長 さ141cm,中 87cm,深 さ42c凛 を

測 る「
脚l葬 品,枕 Ii共 に認められない。   .

.第
8主 体

第 3主体の東ザ1端‖
`に

'イ

(巻状に連 らなる主体のうち,最 も鮮:3 Ji体 に近いものである。 1カ‖り方プ

ラン,床耐共不 ]“ 形である.長 さ234cm,中 央巾40cm,深 さ32`mを 測る.枕石,遺物共に「凛ご)ら れ

ない。                                          、

第 9主 体

第 8主体に接 して角Iら れた土験である。墳丘

`ざ

lif百 の傾斜が急で,下方の雌T輛 は流失 してい るが ,

床面は水平を保つ。長さ261卸 , 中89cれ ,平 j句23cmを 測る。枕■i,百1葬謂1は 共に認められない .

第 10主 体   '

第 9主体に接 してつ くられ, 第 9主体 とほぼ同巧同人のものである。 長さ248帥 ,巾 97c常 ,深さ

18cmを 測る。枕7iお よび高1葬 品は共に認められない。

第 11主 体

第 4主体,第 511体 等の載っているテラスの下方 (北)に一段降って,尾根上に小テラスが認め
|■ |■●:|

られ
=,が

,そ こに第1lJi体 ～13主体が立地する。  .

第ll主体はその中では最も上位に立地 し第 5主体との距離は約 7抗 弱である。 lllllり 方プランは ,

長楕円リレで長さ260clt,巾 115cm,深 さ27cmを 測る。枕石 1対の上に頭骸が遺存 し,朱のひろが りも

Jl受 けられる。頭骸付j丘から,マ ガ玉 2,111118,小玉 2の 計12個 の正を発llし た。

第 12主 体

第11■1体の北に接 してF4地 する。第1lJi体 とほぼ同巧同大である。 Jlllり 方プランは印1プ L彙方形で

長さ267cm,中 128cm,深 さ16cmを測る。枕石 l対の他は薔1葬品は認め られない。

第 13主 体  ‐
                     .

第11主体の東,尾根斜面に11地する。」1壇 Jlllり 方_Lに 不規則に山Fiが散舌Lし ており,或はIせ 石基

的なものかとも考えたが:判然としなかった。 Jl城プランは床面共に不J[Jじ である。 長さ190C‖ ,

中90cm,深 さ約35ι凛を測る。1寃百,副葬層:lま共に認められない。

第 14主 体

墳頂第ユ主体・7DJLi輛 ,墳預]「1か ら余1融1にかけてII地する。二重折11,方 を有し,或 lま 2■i体複合の

一 ‐ ll 
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可能性もある。 隅丸長方形で長さ133cm,巾 93cπ ,深 さ42c解 を測る。 枕石,11葬謂|は共に認められ′

ないき          '

第 15主 体

第 5主体の東,第 7主体の北にあたる所に立地する合口甕棺である。壺に鉢型の上器をかぶせた

形で発見された。まだ接合ができないので,計測値は示 し得ないが,酒津式上器とほぼ併行する時

期のものと推定される。

(時 期)             :

第 4号墳の年代は,第 3号墳 と接する墳端部で,第 3号墳構築のためにその末端を切 られている

ことから,第 3号墳に先行する。また,土墳掘 り方直上から伴出する土器及び墳丘築成,主体構造

等 から推 して前期前半のものと推定される。

5.第 5号 墳

(立 地)

第 4号墳から,第 6号墳に向けて,巾 狭な馬背尾根となっているが,第 5号墳はほぼその中間点

の稜線上に立地している。

(外 形)

本古墳は,約 1lπ ×14.5π , 高さ約1.2π の長方形の古墳である。 地山自然地形を利用した築成

で,尾根稜線上にあたる東西の墳端部は,溝状に掘りさげ,尾根から区切り,角礫の葺石をおいて

いる。墳丘盛り土は,現墳頂で約60cmの高さを測る (図 9)。                1

外部施設は,前記東西の墳裾部にのみ葺fiを葺いている他は,ハニワの囲続等は認められない。

墳頂部および東西の葺石間に一括土師器片がおかれていた。        ‐

(内 部主体)

墳頂部のほぼH]央に,墳丘長軸に平行して2基の埋葬施設がおかれ,更に東墳端葺石下方に地山

に切 り込んだ土墳 1の計 3主体がある。

第 1主 体

墳頂部に並列する主体のうちの 1基で,北側に位置する。盛土中にベースをお くため土壊切 り込

みの線等の確認はできなかった。

現墳頂から約25π掘 りさげたところで朱のひろがりを検出した。山石による枕石 上対および玉類

や鉄器が同一平面上に出土することから,主体と決定 した。床面の上下三1層共,同質であるため,

あるいは盛 り土作業の過程で埋納 した木棺直葬ではないかと思われる。

床面プランの範囲 も判然としないが, 長さ約235cm,巾 85cπ の長方形を示す。 11葬品は,剣 (或

は槍先)1,ガ ラス製マガ玉 1,ガ ラス小玉 6で ある。

第 2主 体

第 1主体と並んでその南に位置する。埋葬形態は第 1主体と同巧同大である。床面に枕石 1対 が

おかれ,そ の周辺部から,ガ ラス製マガ玉 1,管玉 1,ガ ラス小玉19,鉄器小片 1が発見された。
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|,こ iliプ ランで長さ235cm,中 78卸 を測る。

第 3主 体

東墳裾部,11石 列の南端に,11接地山に掘 り込んだ土壌である。隅丸長方 J杉を塁 し,床面 も平鳳

とはいえない。 長さ185cm,巾 61cπ ,現表土よりの深さ40cmを 測る。 枕石,百 1葬品は共に認められ

な い。

(時  期 )

百1葬遺物に年代決定の決め手 となるものが少ないため,|りl確 にで きないが,伴 出す るI11師 軍l片か

らItし て,前述の 4基の古Tは り新 しい ものである。

崎。 第 8号 墳

(立 地)

第 2号墳と第 3号墳の中間付近, 標高72πのあたりから, 北方に分岐して のびる小支脈がある

:が,本古墳は,そ の尾根突端部,樹:高 62π に立地する。限下に中池を含む谷水田を望み,そ の比高

は約30%である。              .

(外 形)

径約14,ル ,高 さ2.5π の円墳である。丘陵尾根上方のぶ:端部は, 周濠状に切り込まれ, 壇城はりl

瞭であるが,他の部分については,流土のため,判然としない (図 10)。 葺 C―i及びハニワ等の外部

施設は共に認められない。

(埋葬施設)                                ‐ ・  ・

埋葬施設は,ザi頂 中央部に 1主体,北と西の墳端部に各 2主体,東南ザ:外斜面に l Jl体の計 6主

体を確認した。

第 1主 体

墳頂中央部に尾根主1油 に直交して位置する。墳丘盛土中に粘土質の床面を有する直葬である。長

さ419cm,巾 l18cmの長楕円形のプランを示す。 1対の枕石および朱の存在から主体床面が確認でき

る程度である。粘Jl床 東端,棺外と考えられる所に,内湾する鉄姫 ,鉄斧 1を含む鉄器が 7点一

括 して冨1葬 されていたが銹化が著しく,器形は判然としないものが多い。

第 2主 体

ナJi丘西部ザ:端部に地山を掘りこんだ土族である。 掘り方プランの出土状況では, 長さ約450cm,

巾約90cπ の長大な土城とみえたが, 発掘の結果, 2つの主体が直列状に並んでいる ことがわかつ

た。261cm× 82cれ ,181c凛 ×979π を測り,そ れぞれ長楕円形のプランを有する。日1葬品はない。

第 3主 体

墳丘北部墳端部につくられた土壊である。第2主体と同巧めもので,やはり2主体からなってい

る。315cπ ☆189cm,103cれ ×37cmを測る。副葬品はない。

第 4主 体

南東部理1外余1面 に地山に掘 りこまれた上壊である。T字状のプランを示 し,床面 と推される水平

―… 13 -―



「

T白1は 切り合 った形で 2段 となっている。浅い床面を有する部分は165cm× 70cm,深 い方は235cれ )く 60

cmを 測 る。深い土験には,かなり大きな石材が 1イ‖落ちこむ形で検出された。壇端部から約10れ も

なi外 に所在 し,或 は 8号ザiに は伴なわない 1)の かも知れないが,一応 8号ザ1に合めて記 J成 する。

(時 期

'
鉄鎌及び (11111■ l市 片か ら 5 Lt紀後半と現段階では比定される。

7.第 9号 墳

♯ 9号境が立地する丘陵支脈⑦尾根部全体にわたって,そ の他の遺構検出のた |う の トレンチを設

営 し発掘 した。その結果,本支脈稜線上には,封上が流失 して しまって,表面調査では検出できな

か ったが,IL墳墓を内部主体とする3基の古
=iが

存在することがわかった。北から第14号ザi,第 9

号lri,第 lo号壇がそれである。

第 9号墳は極めて巾狭な馬背尾根に築成 されており,現況では封上の高まりは殆んど有 しない。

したが って墳 J形,規模は不明である。推定径 6π 前後の低平な小古墳であると考えられる。

1勺 部[L体 は尾根に直交 して,相接 して 2 Ji体 である。いずれも地山を切 り込んで掘 られた上壌墓

である。第 1主体は長方形のプランを有 し,長 さ364cm,中 155cm,深さ54cmで 枕石および I刊葬辞lは

共にない。第 2主体は,長 さ256cm,巾 133c“ ,深 さ65cmの 長方形の Jl壊 であるが,床面には門礫が

企面に敷かれてもヽた。遺体 l lll・ l体 分が遺存 し,ガ ラス玉 1お よび小鉄器片 2を検出し′た。築造Πキ|サl

は不り1で ある。

8.第 10号 墳

第 9号墳に接 して,そ の南に立地する。第 9号墳とほぼ同様の形状を呈 していることから,同巧

同大のものと推定される。

内部Jl体 は,尾根主軸に直交して, 地山を掘り込んだ上壌 1で ある。 隅メLの長方形で,長 さ214

甲,巾■oO響 ,琴さ43卸 である。 床面に円礫を敷いている。 高」葬品として,管玉 lお よびガラス小.

玉 1を検出したが,築造年代は不明である。

9。 第 11号 墳

(立 地)      .   |

♯ 4号ザ1か ら分岐して北にの|び る二陵尾根上IF立地すぅ,暴根警線から西の斜画は切り開かれ
て,巣樹園となっていたため,墳丘の西半は削11さ れていた。

(外 形)

1辺 97777× 13れ の長方形プランを有する方ザ1で ある。押卜11を利用して構築きれてお4,,尾根部を
約1れ も溝状に捌りさげて,境 睡を整形してぃる。盛り上は現状で約50～ 60cm認 められたが,かな
りの新五人が[]'想 される (図11)。      |

|| |1  1 111

外部施設は,溝状境端底にノ、ニヮ片が,散舌Lし て稗出事‐れ―たことから,朝顔形ィヽテフを含む|‖ 備

―

・＝
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ハニワの囲続が想定される。調査の絆i果原状を保つ基底部は発見できなかったが,検出ィヽニワ麟・の

量から推定して,その,1続「1か くは,密ではなかったと考えられる。」1石は認められ事いが,ハニ

ワ片の間から須恵暑‖片若千が検出された。

(埋葬施設 )

墳頂部に 1お よび東り:端部斜面に 1の 2主‖1が発見された。

第 1主体は,ザi頂 中央部に尾根に直交 して位Flす る。盛 り」l中 に床而ベースを有 し, まわ りを帯

_状 に粘上でまいていた。 長方形プランをもつ,長 き176cm,巾 47mを測 る。 主‖1東端棺外に鉄鎌を

含む小鉄‖l片 6点が一括 しておかれていた。

第 2主体は,りi丘 東斜面りi端部に地山を掘 りiム んで造 られた土城である。掘 り方プ 7ン tま楕甲″

で,長 さ102cm,巾 66cm, 深さ地山_L表 か ら135cmを 測る。 深さ135cmは 本古墳群土躾中最も深い も

、のである。

(時 期 )

本古ザ〔の築成年代は,ハ ニワの間か ら検出した須恵器片及び鉄器の特徴から,5世紀後半 と推定

される。

■0.第 12号 墳

(立 地)           
・

第 4号ザiの灯i端 に接 して,そ の東側に立地する方ザ1で ある。南北10,レ ス東西 16れ を測 る。第 4号

墳 との比高は約 9れ あり,そ の流土によって,西墳斜面を埋められ,調査当初Jは ,第 4号墳に f三
・
帯

する,造 り出し状部の感を呈 していたが,発掘によって,独立した古ザ[で あることがわか った。

墳丘は自然地形をそのまま利用して築成されている。すなわち,丘陵尾根部にあたる東西墳端部

は,1地 |||を溝状に深く掘りさげ,方形プランの1辺を造りだし,両側を直線上|と 削り整J移 したもの

である。したがつてぢi丘は現状では全く盛土を有さないが,単に流失したとするよりも,も ともと

そうした構築法をとったものと推定される。

外部施設 として,地山を掘 りおろした東西の尾根部墳端に,葺石を茸いてザ:域 を画 している。ハ

ニラは有しないが,薄7i間に一括IL器,お よびザi頂主体直上から上師器片が遊離して検出された。

(埋葬施設)

墳頂中央部に長さ320cれ ,巾 210cm,深 さ30cれ の長方J形 の上渡基が位置している。東南隅に枕石 1

対があり,そ の上に頭骸骨が遺存 していた他,脚骨が2鶴i所から検出された,そ め遺体の出土箇所

および土壌の大きさから複数埋葬が警察される。

百1葬遺物は1光石に1妾 して槍先 1点が発見挙れ1他は,な にも認められなかった。また本主体絆り

方内には多数の児頭人の石材が不規則|1存在したが,を の有つ意義については不明である。

(時 期)

葺石開から出土した■括土器は,本古境と同時性をもつものであるるこの上器は日縁形の特徴か

ら,圭油メ(熊 の時期にL―L定できるものである。 したふらて未古葺iの 年代は,用木古ザi群中第 2号ど
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                                          下

に次 ぐものと推考する。

11.第 13号 境

第 4号ザ!か ら第 5号ザ1に かけて,丘陵稜線に トレンチを設営 して発掘 した紀i果,そ の中酷〕から,

1也 illを ‖1り i△んで造られた土壊 l基を検出した。り1状 では封・上を企 く有たないで単独に構築されて

いるたよb,一応第13号墳 として,取 り扱った。

上壌は,不整J移な楕 IJ』 形を示し長さ169cm, 平均巾79cm,深 さ586mを 測る。 枕石および伴出遺物

共にな く,年代も不明である。

12.第 14号 墳

1幕 8号ザ:の南に立地する。 トレンチ発掘によって土壊を検出したことから発見された。封土は現̀

状では認められず,ザ iJ影 も定められない。内部主体である土j/1は 尾根稜線と直交 lノ て 3基がつ くら

れている。

第 1主体の長さ211cm,可1 134cm,深 さ44cm, 第 2主体の長さ139cm,中 8862, 深さ41卸,第 3主

体の長さ224cm,巾 97cπ ,深さ42caを測り,いずれも掘り方プランは長楕円形を呈する。

伴出i豊 物は第 1主体内から土器片が数片検出された他はなにも認められない。 したがって,年代

についても現段階では不り1で ある。

第 5章 ま と

{1)用木古墳群は, 1つの丘陵尾根上に古墳成立期前後の墳基がグループをなして築かれている。

そのうち, 第 1号墳か ら第 6号墳にかけて 直列状に立地する古墳は, その規模・形状から推 じ

て,本団地造成地内発見の 7支群60基 中の,主墳系列である。

(2)今 lLll発 掘調査 した12基 の古墳は,いずれも埋葬施設に石室をlllい ていない。地山に直接上壊を

掘 っているか,あ るいは粘土床上に埋葬する方法によるものが多い。 とくに第 4号墳に代表され

るように,墳頂の中心主体の他に,墳端から墳外尾根上にかけて,多数の埋葬施設をもつものが

多い。同一古墳の内部主体として,こ れらをとりこめば,あ たかも前方部的形状を呈する。|

(3)墳丘の集成にあたって,第 2号墳および第4号 lJtに代表されるように,地山の自然地形を利胤

薬形したのみのものがある。それらは封ILをまったくもたず,墳形および墳域が定形化していな

い 。

(4)調査前の外表観察で円墳と判断されたもののうち,発掘調査によって,方墳であることが判明i

したものがかなりある。これらは,墳域を画する周温状の溝および,1午石「ハニワの出土状態等‐

か ら確総された。                              _
151 墳外表に土器片が多 く検出された。これらは,内部主体直上および墳端茸石間よりとく|こ 集IⅢ

して出土する。被葬者埋葬に伴なう葬送儀礼および古墳築成年代を知るうえの資‐料と―なるもあで

め

―― ■6 -―



ある。

(6)第 1号墳りJl主体出上の尚方作銘の獣帯鏡をはじめ,第 2号墳の倉1行櫛歯文帯方格規矩鏡・厠

内行花文鏡,第 3号墳の佑製波文帯四獣鏡等,特色のある鋼製品を出上 している。

(7)第 1号製墳 |■ 下で発見 した竪穴住九::Jlは ,標 119077b,眼 下のみll雇i平地 との比高約7077tの 丘陵胤

根にあたり, いわゆる高地性集落の 範時にはいるものであるこ 住居測1は 弥生後期の ■1器を伴出,

し,床面から多数のサヌカイ ト石膚に混 じて,■1鏃を1食 出した。 このことから石器の製作を もあ

ゎせおこなっていた住居であると判断されたっ

同地周辺の丘陵上には弥生期の上器が散布 し,さ らに南にのびる尾根上に竪穴住拒1址群 (Y7

遺跡)が発見されている。 したがって同地は発掘調査 した古墳の他に,ЙlJl)童 跡 として再調査を

行なう必要がある。

(8)用 木古墳群の発掘にJIき 続いて行なった,便木山10号基群 (上壌41,築棺 6の 動t生墳墓),お

よび四辻墳墓群 (古 墳 1基及び土墳64主体)は いずれも, 弥生期の基 |1羊 で, 本古墳群に先行す

る。また二方において,近傍の巨墳両宮山古墳に比すればその先駆的位置を占める。

(鋤 以上のことがらから総合 して,本古墳群は,古墳の発生から発展への問題,換言すれば,吉備

の国における前期古墳の出現 と展開の歴史的j邑 程を一つの地域内において一貫 してとらえ得るi童

跡群の一部を構成するものである。

(1971.3.25。 文責 神原英朗 )
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(付表 1) 山陽住宅団地内埋蔵文化財一覧

|         |

土サギ1名

 称
lt占

 形
1各

(π )

A-1 1 円  墳 1 31.0 1 5,o l ら

2  ″ l②  l“つ 10
用  1   3 1 前方後方 1 43.0 1  4.0 1(D

4 1 方  1斉 |(25,0)|(4.0)|〔 シ

5 1   ″   1 12.0 1  0,8 1 1⊃
オ〔 6 1 11方後門 1 37.0 4.0 1 `つ

7 1   ″   1 24.0 1  1,2 1 1つ
8 1 円  墳 1 14.0士  1   8 1 円  墳 1 14.0 1 1.2 1 の

」1中 ?… |そ:|:)|ち
‐
II

0

(:)

●

0
,。

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

|〇

|

| 。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

lo
lO
IO

10  1     ?     |  (6.0) |    ?    i   :41

l貴   |    ■l l ブF  ザ〔 1  12.0  1  ■.5  1  た,

12  1     ″     1   16.0   1   ■.5  1   C)

13 1    ?    |   ?   |   ?   |  ‐■
群 14 1    ?    |   ?   |   ?   |  `

15 1 1可   りI 1 15.0 1.5 1 rつ

|  ■61  ″ 13.0 1 1.5 1 0

墨|¬ 1円 ″墳II』
ll l lrl  J貞  1 17.0 1  2.3 1 ▲

II_1  1    ~^  |    _    |  .r.ハ   |   ¬ ^  |

JI 1   2 1  ″   1 15,0 1  ■.0 1 0
○

○

○鮮| ]|;1揺《I Hli"「
 1   4 1   ″

   1 15,0 1  ■.5 1 ▲

1薦

1祥

?

?

0。 5

0.8

0.8

0.8

0,8

2.0

■.0

0.8

(0.5)

ス

X

×

○

●

●

○

○

0

0

０

０

０

愛古

宕墳

III群

D― l

2

3

48.0

13.0

(10.0)

台 状 墓

円  壇

- lβ ニ

―― ― ― ― ― ― ■

:llll■

■ 目 |■

中心施設

′
lヽ 学 校

児童公園

幼 稚 園

小 学 校

?

?

緑  地

茸石

葺石

葺石

或は円墳 2

ハニワ

葺石

近隣公園

シス ト

シス ト

シス ト

7「ITI

１
一一・一一■―

■

―

■

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

＝

嚇

鰍

蠍

棚

樅

＝

＝

■

■

聯

鵬



I葛「「「 蔦
「

~「

:1穫
肩
IIIふ藤¬

S46.3.31繊l在

L・ il歯 義Ⅲ
…葛万

~|¨

らII: ′L 1 4ト ゴ.八■,|

喜| :1方
″
境1瀾 I HIII¬ ol児t与

機 |:

i「■1町
葛

|‐駆:妻

~|:|:|1児
T園

|

11:||1覆 1壺 |:|:|1集TI
古  1   7 1  ″  1 12.0 1 2.o l △  1 0 1   1  ″

墳  1   8 1 前方後門 | ■6.0 1  1.0 1 0 1 0 1    1  ″

I…
「Lil l歯

Pl…輛 1争:IIIこ |:1貸霊象謝
|

il:||″ II獲 1姜 |`|:|:に11:

群
9 1 円  墳 1 11.0 1 0.8 1 △  | ○ |   |  ″

島1円 ″墳1被:1露 1含 |り |。 1道

″
路

石棺

生墳墓

土壌墓
)

石棺

ハニワ

弥生土壊 墓
4■

横穴式石室翌|;|・l° |ち
21?| |ソ

1導 ?

立遺  跡

Y一 l

2

3

.   4

5

6

7

丘  陵  端

舌状丘陵 〔谷

丘 陵 谷 頭

丘 陵 斜 面

丘 陵 尾 根

弥生集落址

弥生～古墳時代集落量L(竪穴住居址)

同上

弥生包含層,弥 41■器散イi

弥生墓地?

同上

弥生集落力L(竪穴住居址検出)
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(付表 2) 用本古墳群内部主体一覧表

古 墳

Al

11 引(

2

3

4

5

6

llil1 41‐ 1■ ノ:樹ヤ

土   壌

■   壊

上   壊

t   壊

合 日 菱 棺

JJl ll l11りt商

`

tl,  封||  ‖
`

1責 //1 す|こ 1撲

1責丘直下地山

墳  封|1  湖
`墳 外 夕1面

A2

l

2

3

4

5

6

7

8

9

|

3

■   |

2

3

4

5

6

7

8

9

■0

11

■2

13

II`成 41イトイtrl

上   城

上

寛

■[1

二11

麗

城

『
|

壊

器 棺

れ::

墳

壌

墳 頂 中央 部

境  斜 面

墳  端 部

境  斜  1「
」費  封|1  部

1責 クト ナ己 1民

墳 外 j已 根

llT外 ナ己 根

ザ[  倉斗  ifli

I[1

lli

A3

■

　

　

２

本 l・
:iムli Ji榔

11   壊

ザ〔 ]質 「卜 rJt

造 出 状 lη

`

ザ〔  封|1  音|`壌

壊

城

？

壊

壌

鎮

壌

墳

渡

墳

墳

猿

毅

渡

柏

壊

上

上

上

上

上

土

土

上

土

土

止

土

土

土

甕

部

部

部

根

根

根

根

部

部

部

根

根

根

部

頂
頂
端
側
畑
慨
畑
端
端
端
刺
幌
慨
師

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

墳

1長 363

306

565

326

289

140

14■

234

261

248

260

267

190

(180)

90

?

157

118

85

167

114

79

87

40

89

97

115

128

90

73

56

?

方

方

,形

形

状1 薫
1長  方 形

A4

長 方  形

イ青  PI  ,移

長 方  形

不 整  形

長 方  形

長 方  形

長 楕 円 形

隅九長方 形

不 整  形

墳 外 尾 根

隅丸長方 形

111     ,杉

i l ll利 割I
隅九長方 形 1 2271 123 43

楕II](複 合?)1 93 1 75 1 53
隅九長方形 |(40)|(30) 一

撃
丸
鷲電 1観 1認不  整  形 1 189

18

99  1    26

―… 20 -―

87

27

57

15

22

31.21

15

11

９。

　

　

６８

　

　

３。

92

34

■5

103

27

20

42

32

23

■8

27

■6

35

20

42

一
一
一一

‐―■
一



(単位釧)

■82

162

420

240

40

54

240

153

一　

一　

一　

一　

一

1丁瓢
~

一

||一

151  1  100

一　

一

３９

　

　

６。

一　

一

４７。

　

　

３３。

　

　

・８３

(35)

242

269

478

268

270

■■7

130

(220)

(22の

219

189

243

17■

(140)

79

90

60

(47)

102

72

6■

60

(30)

(57)

55

55

61

70

65

32

イ也の物;童

ri方作戦帯鏡 l
I=      刀  l

銅    勤1 37

剣 (槍 ?)  3
鉄   斧 2 鈍   l
床lfliに 朱,ウr主体計測値は‖iJl層計測値

枕石 1対

円俳床

地山岩1室掘り抜き,古墳集成に先行

土壊埋上に葺石材落ち込み

Jtili材詳甕

方格規矩鏡,床面に朱,/主体計測値は棺夕[法

地山岩盤掘り抜き

地山岩盤掘り抜き,内行花紋鏡

弥生後l明

鉄器」ヽ片 1

土器片利用の箱J移組み合せの身部に蓋

ガラス4¶11

地山岩盤掘り抜き

lJi製四獣鏡 ■ 鉄斧3 錨 l

枕石 l対 床面に朱

鉄斧1を含む4ヽ鉄器 8

枕石西小日に各 1対

枕石 l対

枕石 2対 (並列)

小鉄器片2 枕石 l対

遊離一括土器片 (器台片,

人骨 (4体)管玉 1,会1

人骨 (3体)食1(槍 ?)

枕石 l対

高郎片)列石 (159伽 )

(槍 ?)1,刀子 1,枕石 3対

2,刀子 1,ガ ラス玉 2,枕石 3対

人骨 l体′枕石 l対,マ ガ玉 2,

枕石 l対

T字状 2■掘り方複数埋葬か?

直立合せ口

ガラス玉1,′l吼1,管工 8

―- 21 -一



主 ‖i種 別f4(主墳古

葬

葬

壊

直

直

棺

棺

木

本

上

A5

立地
1掘
り珈膿[F褐珈祠1__二 _」_」1_lI■_LJ_L

‖#||れ捌|二 I II II I

A13   1   1

A14
1

2

3

形

形

形

涌

整

整

不

不

不

明

明

明

城

壊

壊

土

土

土

壊 |(不 明)1不 整 形

(イく

(不

(不

211

139

224

134

88

97

44

4■

42

χ

上表計1・測値は,長 さは最長部,中 ,深 さはほぼ中央部の平均的値を示す。今後の整理H作業の進行
によっては若干修正することがある。

表中―の部分の数値1は ,実測IXIの検言1・が不十分のため,記載できなぃものを含む。また( )内
の数値は推定値である。
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1主 体 床 面

長 さ 1巾

計 測 値
|

一 一 一
一

― ―

―

|

1深
さ

|

他物i歯

235  1

235  1

176  1

85

78

47

25

25

ガラスマガJi l,

ガラスヤガi[1,

ブデラスノ
1ヽ]16, 槍 (資」?) 11尤 雄Tl共L

ll■こ1,ガラス小工19,夕1,1枕石1対 ,

床面iに朱,盛土中に床面

功ilFliに 朱,盛上申に床爾

419  1   ■18

■83  1    35

141  1  (40)

(300)|(150)

|(801(5の
1   151  1    60

1   131  1    ::
二

1鼎
陶こ切り伸 L警

,TI

一　

一　

一　

一　

一　

一

鉄鏃 1を含む鉄器3点,枕石 l対麻衝ilに 財t盛土中に域i面

上城直上にJl師 片

「t王1~可

~「

11甚111111轟Ⅲ:.瞥

「
面Tホ竃IT…■丁願西:■III=lil

石材多し 槍先 1,枕石l対 ,
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第 1図 山陽住宅団地内遺跡分布図
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第 2図 用木古蹟群立地図

―附図 2-



第 3図 第 1号墳・第 2号墳外形図

―附図 3-
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第10図 第 8号墳外形図
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